
高齢者向けパワーリハビリテーション機器用
モバイル端末の試作開発
一般的に使用されている高齢者向けリハビリテーション機器におけるモニタ機能は、測定値だけを表示したものが多い。そこで今

回の試作機ではモバイル端末に視覚的にわかりやすい測定表示とともにゲーム性を持たせた、おもしろみのあるアプリケーション
の開発を目指した。また、使用するリハビリ機器として発電機能を持った足漕ぎバイクを導入することで発電量をモニタリングすると
同時に、利用者のリハビリ機器使用率を高めて運動機能の改善に繋げることも考えて開発に取り組んだ。

1 本事業への取り組みの経緯
高齢者向けパワーリハビリテーション機器は老化や障害により動

きにくくなった関節や筋肉を無理なく動かすことにより運動機能回
復や自立を促すことで注目を集めている。しかし、利用する人の多
くが黙々と機器を動かしているだけの姿を目にする。そこで利用者
がもっと楽しみながら運動機能回復に繋がるようなアプリケーショ
ン開発を提供できればと思い本事業に取り組んだ。

株式会社ドゥアイネット

ものづくり・商業・サービス革新事業 成果事例集26



2 実施内容
利用者はパルスオキシメータを装着することで脈拍及び酸素濃

度を測定することができ、試作機を利用することで脈拍が高いもし
くは酸素濃度が低いなど危険な時には、医師が危険を知らせるよ
うにした。また、利用者がペダルを漕ぐことによる測定距離とともに
発電量を表示することで、今日はこれだけ頑張ったという達成感を
提供できるようなアプリケーション開発を行った。具体的には長崎
県の「大村湾一周」を目指すアプリケーションに仕上げたが、利用
者がペダルを漕ぐことでアプリ内のキャラクターが走行、走行中は
様々なキャラクターが話しかけてくれるため、利用者はゲーム感覚
で楽しく大村湾を一周できる。また、到着後には達成した画面を表
示することにより、次も頑張ろうという気持ちを持ってもらい、利用率向上に繋げるシステム開発に注力した。

3 取組成果・波及効果
医療機関の協力を得ながら、試作機を使用した介護施設内利用

者に対してアンケートを行い、「おもしろい」、「また次も利用したい」
などの声が聞かれ、良い成果を得ることができた。アンケートにお
ける意見を元にシステムを改善するほか、展示会へ出展し利用者
からのアドバイスを得ることもできた。今回の試作機は高齢者を
ターゲットにしたアプリケーション開発だが、年齢層や様々な目的
にあったアプリケーションを開発することで、新たな波及効果があ
るものと期待している。
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今後の展望・活動予定は？
佐世保市医師会役員を務め、外科病院と大規

模な介護施設を経営する院長先生からアドバイ
スを受けながら試作を行い、製品化を目指してい
ます。これまで本試作機を展示会に出展し、様々
な意見・アドバイスを頂くことができましたので、
今後もアプリの改良・改善を行いながら、定期的な
展示会への出展を続け、本試作機を広めていくよ
うにしていきます。
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チャレンジする力が未来を開く！
Open challenge to force the future
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